
　「農業の祭典」、第１４６回秋田県種苗交換会が１１月２日か
ら５日間にわたって潟上市天王総合体育館を主会場に開催
されました。
　キャッチフレーズは「潟上から　聖農の思い　未来へつ
なげ」。種苗交換会は明治１１年（１８７８年）から戦時中も途
切れることなく開催されてきた本県最大の農業イベント
で、潟上市では平成１８年以来、１７年ぶりの開催となり多く
の方に本県農業の底力を発信しました。
　種苗交換会の期間中は、県内各地で丹精込めて育てた農
産物１００９点が展示されたほか、県学校農園展、「聖農」石
川理紀之助翁展、本県の農業課題を話し合う談話会など多
彩な催しが行われました。また、協賛会場では農業機械化
ショー、物産販売展、飲食物露店販売など様々な行事や催
事が行われ、各協賛会場は県内外の多くの来場者で大いに
賑わいをみせました。

昭和工業団地内で行われた農業機械化ショー入口

白神きゃべつ・白神ねぎが並び、産地をＰＲ

今年も各メーカーが最新機器をＰＲ

　県種苗交換会の創設に尽力した農業指導
者・石川理紀之助（１８４５～１９１５）の銅像の除
幕式が１１月２日、潟上市の「道の駅しょう
わ」で行われました。
　石川理紀之助は、潟上市出身で明治時代の
農村指導者で、生涯を貧農救済に捧げ、「聖
農」と称され、秋田県種苗交換会は石川翁が
推進役となり始まった歴史あるイベントと
なっております。
　除幕式では、種苗交換会創設へ尽力した郷
土の偉人に思いをはせながら完成を祝いまし
た。

お披露目された石川理紀之助の銅像

石
川
理
紀
之
助
翁

銅
像
披
露

能代渟城西小、藤里学園、能代支援学校が学校農園展に出品 ＪＡ女性部食堂は大盛況

新穀感謝農民祭は厳かな雰囲気の中で

種苗交換会のシンボルマーク

多くの来場者でにぎわった農産物出品展示会場

農業の底力発信！農業の底力発信！
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